
令和2年度
協同のあゆみと取り組み

JA太田市

令和２年度事業報告の詳細につきましては、当組合のホームページ「ディスクロージャー」
または各支所に備え置きしております「第２１回通常総代会議案書」よりご確認いただけます。



令和 2 年度組合の事業実績

経営概況

1. 信用事業

① 貯金

本年度計画
達　成　率

95,000 百万円
103.6％

② 貸出金

は構成割合

定期積金  691百万円

年金友の会総会

ロールプレイング研修会

お客様に説明をする職員

定期貯金
51,440百万円
52.3％

47％
貯金総額
98,376百万円

0.7％

当座性貯金
46,243百万円

は構成割合

－１－

証書貸付金
（金融機関貸付含む）
　　  15,062百万円

99.5％

貸出金総額
15,132百万円

0.5％

当座貸越  
69百万円

本年度計画
達　成　率

14,627 百万円
103.5％



2. 共済事業

4. 販売事業

「JA共済の月」推進進発式

ハウスほうれん草収穫機実演会

小松菜新品種説明会は構成割合

は構成割合

は構成割合

養老・終身・
こども
9,444千万円

定期・がん・医療
定医・介護・生障・特重
372千万円

40.1％

58.3％23,546千万円
保有契約高

1.6％

　建　物
13,729千万円

本年度供給高
1,680,861千円

肥料
175,064千円

33.4％

30.3％

その他
生産資材
509,155千円

10.4％

生活物資
560,555千円

農薬
171,736千円
10.2％

飼料
45,104千円
2.7％農業機械

219,245千円
13.0％

販売高総額
1,867,210千円
販売高総額
5,671,018千円

畜産物 221,260千円

花卉  36,903千円 麦 47,323千円

3.9％

0.7％
果物
405,128千円
7.1％

0.8％
2.9％

繭 3,381千円 0.1％

73.2％

米
637,835千円
11.3％

野菜
4,152,148千円

直売品 167,040千円

3. 購買事業

購買取扱高

本年度計画
達　成　率

23,673 千万円
99.5％

本年度計画
達　成　率

5,352,053 千円
106.0％

本年度計画
達　成　率

1,737,057 千円
96.8％

－２－



第21回通常総代会 鳥之郷支所移転にかかる意見交換会

財務・事業成績の推移

令和 3 年度事業計画　重点取り組み事項

（単位：千円、％）

事 業 利 益
経 常 利 益
当 期 剰 余 金
総 資 産
純 資 産
単体自己資本比率
貯 金
預 金
貸 出 金
有 価 証 券
長 期 共 済 保 有 高
短期共済新契約掛金
購買品供給・取扱高
販売品販売・取扱高

財 務

信用事業

共済事業

購買事業
販売事業

項　　目区　分 平成29年度 平成30年度 令和元年度
170,337
238,055
163,451

100,338,952
5,134,871

14.45
93,180,663
78,204,583
12,565,233
1,843,546

261,233,406
525,072
1,208,957
5,599,297

160,061
225,685
120,159

101,747,090
5,209,678

14.51
94,663,468
78,992,784
13,146,992
2,035,862

252,423,867
512,507
1,509,316
5,122,864

68,899
181,296
117,902

101,481,520
5,252,205

12.97
94,212,192
79,039,014
13,764,282
173,678

244,937,574
509,895
1,687,561
4,736,978

令和２年度
24,671
132,860
97,100

105,698,727
5,318,665

12.92
98,376,338
82,042,927
15,132,936
169,948

235,462,753
503,258
1,680,861
5,671,018

　令和３年度、JA太田市では「JA太田市自己改革」「第６次中期３か年計画」「施設・事業の再編整備計画」を
滞りなく実践するとともに、組合の変革が求められていることを認識し、JA太田市が組合員をはじめ地域にとっ
て必要とされるための事業活動を実践します。
　令和３年度JA太田市が重点的に取り組む計画の内容は以下の通りです。

　【第６次中期計画】 
　① 農業（提案型の営農・経営・指導支援ができる体制による “農業者の販売高向上”） 
　② 組合員・地域（組合員・地域住民に選ばれるため、部門間連携により “総合事業の力を発揮” する） 
　③ ＪＡ経営・職員（役職員の意識改革と行動改革、組織の再編・効率化による “組合員と地域に信頼される安
　　 定した経営基盤の確立”） 

　【施設・事業の再編整備計画】 
　① 支所実施サービスの見直し（支所の窓口サービスについて段階的見直しの実施。本年については融資業務の 
　　 機能集約が主な項目） 
　② 生活事業の再編整備 （葬祭事業の具体的検討、旅行事業の廃止を進める） 
　③ 農業関連事業（組合員の意見を聴き必要とされる事業展開を実施すべく事業の転化を進める）
　④ 組合資産の有効活用と見直し（鳥之郷支所の業務機能を本所へ移管と不稼働資産や非効率資産の処分につい
　　 て、具体的に検討を進める）

－３－



ナス現地研修会 高収益作物次期作支援交付金説明会

第６次中期３か年計画

                                                  

① 農業

② 組合員・地域 ③ ＪＡ経営・職員

【目標】青果物販売高の増加
　項目：青果物販売高合計

0

10

20

30

40

50
（億円）

対比
103.6％

目標値 結果

44億円 45.6億円

【目標】米出荷量の増加
　項目：出荷量合計

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（ｔ）

目標値

2,484t

結果

2,250t

【目標】組合員加入の増加

0

50

100

150

200

250

300
（人）

対比
77,0％

目標値 結果

300人

231人

対比
90.6％

【目標】小麦の出荷量維持
　項目：出荷量

0

500

1,000

1,500
（●）

対比
99.1％

目標値 結果

1,350 1,338

【目標】小麦の１等Ａランクの維持
　項目：１等Ａランク

【結果】１等  Ｂランク

                                                  

【目標】労働生産性の確保

0

3,000

6,000

9,000
（千円）

対比
93.9％

目標値 結果

8,500千円 7,981千円

117.5％

【目標】自己資本比率の維持
【目標値】
  11％以上

【結果】
  12.92％

【目標】米の品質向上
　項目：品質

【結果】不良

自己改革・中期計画報告書（令和２年度結果）

主要品目の販売高（令和３年２月末）

品目
ほうれん草
小 松 菜
ね ぎ
小 玉 西 瓜
な す
枝 豆
モロヘイヤ
ブロッコリー

目標値
22.6億円
4.0億円
2.5億円
3.3億円
2.9億円
1.4億円
8千万円
5千万円

結果
22.6億円
3.8億円
3.0億円
3.5億円
3.6億円
1.5億円
7千万円
3千万円

対比
100.0％
95.0％
120.0％
106.1％
124.1％
107.1％
87.5％
60.0％

－４－



単為結果性ナス講習会 女性会によるしめ縄教室

直売所出張販売 ブロッコリー栽培講習会

　令和２年度は新型コロナウイルスの影響により予定していた５月の地区座談会、旬イチ、肥料農薬展
示会が中止となり、直売所出張販売、アフターファイブスクールが予定した内容や開催回数を縮小して
の実施となりました。
　令和３年度は第６次中期３か年計画の最終年度となりますが、地域に「なくてはならないJA」に向け
て、自己改革の柱である「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」と併せた取り組み
を展開します。

■ 直売所出張販売売上
　  　　　　　　（１箇所あたり平均）

0

1

2

3

4
（万円）

目標 結果

3.5万円

2.6万円

■ 出張販売時の来店者数
　  　　　　　　（１箇所あたり平均）

0

10

20

30

40
（人）

目標

35人

結果

26人

■ アフターファイブスクールへの参加者数

0

50

100

150

200

250
（人）

目標

210人

結果

117人

■ 栽培体系導入相談者数

0

10

20

30

40

50
（人）

目標 結果

30人

42人

■ 栽培体系導入者数

0

10

20

30
（人）

目標

10人

結果

28人

■ 新規就農者数

0

5

10

15
（人）

目標

６人

結果

11人

対比
74.3％

対比
74.3％

対比
84.2％

対比
280.0％

対比
140.0％

対比
183.3％
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ご意見に対する進捗状況の報告

営農

部門 ご意見の内容 進捗状況

地区座談会等で皆さまよりいただきました、ご意見に対する取り組み状況について報告いたします。

地区座談会新規就農者への現地講習会

外国人労働者の派遣依頼については、シェアグリへの紹介を行っており、
令和２年度は３件の紹介実績がございました。
※シェアグリとは、人材不足の農家に短期間で特定技能外国人を派遣す
る会社。農繁期の異なる産地間で人材をシェアすることで、農作業の経
験を積んだ人材の短期間での派遣を可能にしている。

①外国人労働者の
　受入について

営農指導課が相談窓口となり、新規就農者が国の補助事業等対象に該当
する場合は行政と連携して支援を実施しております。また、JAでは新規
就農向け品目として露地ナスを推奨しており、広報誌や営農掲示板、ホ
ームページでナスの現地研修会等の情報について発信しております。

②新規就農者の
　受入体制について

耕作放棄地対策について、令和２年度に太田市、農業委員会、JAにった
みどりと話し合いを実施し、今後は協議体を発足して具体的対応につい
て協議をすすめる予定です。当組合では、令和３年度より農業支援課を
設置し、耕作放棄地の農地化に向けた取り組みを進めます。

③耕作放棄地の対策
　について

営農指導課は重点品目を中心に行政機関や関係機関、野菜センターや
資材センターとの連携により出向く指導体制の構築に取り組んでおり
ます。
併せて補助事業活用による規模拡大や先進技術の導入及び生産コスト
低減を支援し、多様化する生産者のニーズに対応した支援・指導に努
めます。

④営農指導体制に
　ついて

農業者の所得向上に向けて、より高い価格で取引できるよう新規取引先
の開拓と既存取引先との価格交渉を進めております。
また、一般米の価格下落が見込まれる為、新規需要米（飼料用米）への
切り替えについて生産者へお伝えさせていただきました。

⑤米の生産計画と
　販売戦略について

多くの生産者が使用する生産資材や農薬についてスケールメリットを活
かした交渉により価格の低減を継続的に実施しております。課題とする
肥料価格については全農との交渉等、更なる対策を講じて参ります。

⑥資材価格の低減に
　向けた取り組みに
　ついて

－６－



青年部役員との意見交換 旬イチ第１弾（イチゴ）

金融
・
共済

総務

利用頻度が高い４か所のATMは自動化しており、土日もご利用いただけ
ますが、ATMの自動化には多額な費用が発生する為、ATMの利用につき
ましては、現状にてご理解いただきたく、お願い申し上げます。

①支所ATMの
　土日稼働の要望
　について

年金友の会役員・事務局合同会議にて内容の充実に向けた協議を行いま
したが、新型コロナウイルス感染防止により企画旅行について実施でき
ておりません。催行につきましては、安全対策を優先しつつ、年金友の
会役員と協議して判断して参ります。

②年金友の会旅行
　企画について

正組合員へのカレンダー配布時等に名簿データと実際の状況について確
認を行っております。相続手続が未完了の場合は名簿データの変更が出
来ませんので、各支所にて状況を把握しております。

①正組合員名簿の
　精査状況について

農事支部長に依頼しております配布物につきましては、令和４年度より
職員による訪問配布への方法変更について提案を行う予定です。職員に
よる配布実施後も農事支部におかれましては、引き続き地域の基盤組織
として維持・機能していただく予定です。

②農事支部に関する
　問題について

鳥之郷支所については、令和５年２月までに本所への移転を計画中です。
他の支所につきましては、現在、統廃合や移転の計画はございません。

③支所の統廃合に
　ついて

生活

太田市の火葬場の移転先・時期について動向を注視しておりますが、現
時点で葬祭ホールの建設について判断するのは難しい状況にあります。
また、新型コロナウイルスの影響により葬儀等も縮小傾向にある為、経
過を見据えた中で提案して参ります。

①葬祭ホールの建設
　について

直売品の品質向上に向けて年１回の講習会を開催しております。加えて、
品質が良くない生産者には個別指導等を実施し、利用者（お客様）視点
での品質向上や店舗運営について引き続き取り組んで参ります。

②直売所の品質低下
　と売上減少への
　対策について

－７－


